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人口面積( 59. 7. 1)
世 帯　　　　218, 223
人 口　　　　628, 411
男　　　　　　318, 310
女　　　　　　310, 101

面積　　　　53. 25km2
人口密度　　　11, 801/ km2
月2 回( 5 日、20 日) 発 行

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
場

花
畑
記
念
庭
園
オ
ー
プ
ン

区では、 叺■本乱画に棊づいて& 櫟施設の
建設を進めています。 今年は、瓦月に兒沼
代親水公園。七月には魴木醂鹿沼巾に野仙
レクリエーションセンターを開設し まし
た。さらに今月は、区制瓦十肖年記念乎業
として計画した花畑記念庭園、都市農業公
園が完成します。両施設とも区民のふれあ
いの場として告さんでご利用ください。

花
畑
記
念
庭
園

こ
の
記
念
庭
園
は
、区
制
五
t

肖
年
記
念
事
業
と
し
て
花
畑
公
園

(花
畑
四
丁
目
四
〇
番
)
内
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
約
九
千
平
方
び

の
敷
地
は
、石
垣
で
周
り
を
囲
み

、

く
す
や
し
い
の
木
な
ど
常
緑
樹
を

多
く
植
え
、6
か
な
た
た
ず
ま
い

を
み
せ
て
い
ま
す
。
園
内
に
は
、

集
会
場

、
堀
、
流
れ
、
滝
、
四
阿
、

芝
生
広
場
な
ど
が
あ
り
、庭
園
は
、

回
遊
式
で
散
策
が
で
き
、
野
立
な

ど
の
催
し
も
で
き
ま
す
。

集
会
所
祓

花
亭
)
は
庭
園
の
池

に
張
り
出
す
よ
う
に
建
て
ら
れ
て

お
り
、地
下
一
階
、地
上
二
階
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
階
和
室
は
池
に

面
し
た
落
ち
つ
い
た
部
屋
で
踊
り

や
句
会

、勉
強
会
籌
に
最
適
で
す
。

ま
た
茶
室
に
は
、
水
屋
と
改
の
間

も
あ
り
、
本
略
的
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
二
階
洋
室
は
、
庭
園

が

。望
で
き
る

。一
。白
人
収
容
の
大

集
会
室
で
、
各
咄
式
典
、
会
議
等

に
利
用
で
き
ま
す
。

今
年
十
月
に
行
わ
れ
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ベ
ル
モ
ン
ド
市
と
の
姉

竦
都
市
提
携
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も

こ
の
桜
花
亭
で
行
わ
れ
る
予
定

で

、
ま
さ
に
、
区
民
も
使
え
る
迎

賓
館
と
し
て
の
役
剖
を
持
つ
施
設

で
す

。

開
園
式
と
公
園
ま
つ
り

花
畑
記
念
庭
園
の
冗
成
を
祝
し

て
、
川
園
人
、
公
園
ま
つ
り
を
行

い
ま
す
の
で

、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

□
開
園
式

日
時
・
内
容
　
八
月
卜
几
囗
(
日
)
　

雨
天
決
行

▽
式
典
・・・
午
前
卜
時
I
午
匯
一
時

(
来
賓
者
の
み
)

▽
庭
園
・
桜
化
亭
一
般
公
閧
、
啀

上
芸
能
、
獅
子
畤
な
ど
・
:
午
汝

一
時
～
九
時

場
所
　

花
畑
公
園
記
念
庭
園
お
よ

び
桜
花
亭
(
案
内
図
参
照
)

交
通

竹
の
塚
駅
東
口
・
綾
瀬
駅

か
ら
東
武
バ
ス
花
畑
団
地
行
き

団
地
入
口
、
ま
た
は
東
武
ス
ト

ア
入
口
下
庫

問
合
せ
先
　
公
園
課

□
花
畑
公
園
ま
つ
り

口
時
・
内
容
　
八
月
十
八
日
(
土
)

午
憊
(
時
～
十
時

盆
踊
り
前

夜
祭
(
雨
天
中
止
)
同
卜
九
日

地
元
選
抜
チ
ー
ム
に
よ
る
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会

午
前
九
時
～
T

後
三
時

人
盆
踊
り
大
会
　

午
後
六
時
～
十
時

場
所
　
▼
盆
踊
り
大
会
(

前
夜
祭

と
も
T

花
畑
公
園
自
由
広
場

▼
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
:

花
畑
西
小
学
校

※
な
お
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

参
加
チ
ー
ム
は
決
定
し
ま
し
た
。

主
催
　

化
畑
公
園
落
成
祝
賀
行
事

実
行
委
員
会
(
代
表

村
上
政

七
)

※
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
車
で
の
采
場
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
花
畑
出
張
所

施
設
利
用
あ
ん
な
い

花
畑
公
園
桜
花
亭
(
集
会
室
)

農
業
公
園
(
会
議
室
・
実
習
室
)

両
施
設
と
も
九
月

。凵
か
ら
一

般
利
用
で
瘴
ま
す

。
な
お
、
憔
設

利
用
等
の
管
理
運
宮
は
、
足
立
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

公
社
と
な
り
ま
す
。

受
付
開
始

八
月
十
日
、
午
前
九

時
か
ら
ニ
カ
月
分
(
九
・
卜
月
)

の
受
付
を
し
ま
す

※
午
前
九
時
ま
で
に
恥
園
し
た
方

の
希
望
日
が
重
複
す
る
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
。

今
唆
抽
選
日
は
、
毎
月
初
日
と

な
り
ま
す
こ
月
は
五
日
)
。
電
話

丿
約
は
、
翌
日
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。
空
室
状
況
を
確
認
し
て
か
ら

現
地
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

申
込
場
所
　
両
施
設
の
"
f哨
所
。

◎
花
畑
公
園
事
務
所

八
八
五
-
九
七
九
五

◎
都
市
農
業
公
園
事
務
所

八
五
三
-
一
四
匸
四

な
お
、
施
設
利
用
に
つ
い
て
の

く
わ
し
い
こ
と
(
科
金
・
利
用
時

閊
等一
は
、
両
事
務
所
ま
た
は
、

足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
公
社

昔
ぺ
五
九

八
二

。一
へ
。

茶 室

花畑公園案内図

足 立
区

姉妹都市提携

友好のかけ橋
ベル
モント

市

◇
ベ
ル
モ
ン
ド
市
の
議
会
◇

議
員
数
　
士
二
芍

小
選
挙
区
制

で

、
中
央
区
、
東
ぼ
、
西
区
各

三
名
、
南
区
四
名
で
す

任
期
　
三
气

毎
年
五
月
に
三
分

の
一
ず
つ
改
選
さ
れ
ま
す

有
権
者
　
卜
八
■歳
以
L
の
奬
国
民
(

帰
化
も
含
む
)
、
お
よ
び
課
税

の
対
象
と
な
る
財
産
の
所
有
者

ま
た
は
占
有
者

市
長
　
議
貝
の
中
か
ら
選
出
さ
れ

議
長
も
兼
ね
て
い
ま
す

市
議
会
　
毎
月
第
二
お
よ
び
第
四

月
曜
日
の
午
後
七
時
そ
卜
分
か

ら
定
例
的
に
開
催
さ
れ
一
股
巾

民
の
発
誂
の
塒
も
あ
り
ま
す

◇

一

口

メ

モ

◇

【
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
ア
ラ
】

コ
ア
ラ
と
い
う
名
は
「
水
を
飲

ま
な
い

」
と
い
う
原
住
民
の
岔
蘖

か
ら
収
っ
た
も
の
で

、
必
要
な
水

分
は
、
常
食
し
て
い
る
ユ
ー
カ
リ

の
蘖
か
ら
糾
つ
て
い
ま
す
。
有
袋

順
の
仲
間
で

、
夜
行
性
の
動
物
で

す
。
日
巾
は

、
ほ
と
ん
ど
木
の
L

で
眠
っ
て
い
ま
す
。
今
秋
に
は
、

東
京
の
多
摩
動
物
園
を
は
じ
め
、

名
占
屋
巾
、
鹿
児
島
巾
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
か
ら
噌
ら
れ
る
予
定
で

す
。

【
企
画
課
】

都 市 農 業 公 園 も 一 部 完 成

現
在
、
次
第
に
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
農
村
の
姿
を
都
会
の
中
に
再
現

し
て
、
区
民
に
覡
し
み
な
が
ら
忌

立
の
農
業
の
歴
史
を
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

た
都
市
農
業
公
園
の
一
部
が
完
成

し
ま
し
た
。

約
四
万
一
千
七
百
平
方
だ
の
園

内
に
は
、
花
と
野
粟
の
畑
や
、
果

樹
園
、区
民
農
園
等
が
あ
り
ま
す
。

農
家
を
移
築
し
た
古
民
家
に
は

農
機
戝
や
当
時
の
生
活
用
品
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
た
び
、
同
公
園
内
の
有
料

施
設
(
会
議
室

、
実
習
室
)
が
完

成
し
一
般
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た

。

足
立
区
長
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
投 票 日9
月9 日

選
挙
管
理
委
貝
会
で
は
、

足
立
区
長
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
に
対
し
、
次
の
と
お
り

事
前
説
明
会
を
閧
催
し
ま

す
。
立
候
補
參
r
定
し
て
い

る
方
は
、
必
ず
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

な
お
、こ
の
時
に
立
候
補

届
出
に
必
要
な
各
褝
書
類
を

お
渡
し
し
ま
す
。

日
時
　
八
月
七
日
(
火
)

午
後
一
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
七
階
大
会
議

室
参
加
人
員
　
一
立
候
補
者
に

つ
耋
一名
ま
で

問
合
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

足
立
四
丁
目
の
皆
さ
ん
へ

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

足
立
四
丁
日
に
お
住
ま
い

の
方
の
投
票
所
は
、
今
ま
で

弥
生
ホ
学
校
で
し
た
か
、
九

月
の
足
立
区
長
選
挙
か
ら
は

千
寿
第
五
小
学
校
に
変
わ
り

ま
す
。

入
場
整
理
券
で
厦
認
の
う

え
、
投
票
日
に
は
、
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
、
投
票
所
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

ビ
デ
オ
広
報
第
六
作
放
映
中

内
容
　
ワ
ル
ポ
:
一
七
月
に
オ

ー
ブ
ン
し
た
鹿
沼
野
外
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
を
紹
介

ソ
ふ
る
さ
と

探
訪
…
花
畑
ぺ
鷲
神
社
の

獅
子
舞
等

□
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
貸
し
出

し
ま
す

「
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ

か
k
l

～
k
6

ほ
か
、

広
報
映
画
「
旧
日
光
街
逎

を
た
す
ね
て
」
な
ど

問
合
せ
先
　

広
報
課

あ ん ぐ る

あ
ん
ぐ
る

弥生染め… 弥生小学校
文部大臣賞受賞

日
本
兮
国
よ
り
集
め
ら
れ
た

生
活
一
三
術
の
展
覧
会
第
四
十
三

回
手
工
三
美
術
展
に
お
い
て
、

弥
生
小
学
校
(
渋
谷
舁
咬
長
)

か
ら
出
展
さ
れ
た
染
物
工
芸
が

文
部
大
臣
奨
励
賞
、
作
品
(
か

ぐ
や
姫
)
、日
本
手
曇
・
'
一
交
化
S

会
会
長
賞

作
品
(
舂
良
由
旦

を
受
賞
し
ま
し
た
。

両
作
品
は
、
昨
年
度
愼
業
生

の
共
同
作
品
で
す
。
同
校
で
は

大
内
克
f
教
諭
の
指
導
の
も
と

に
し
ぼ
り
染
め
と
ろ
う
け
つ
染

め
を
組
み
海
わ
せ
た
独
得
の
f

法
・・・
弥
生
染
め
=
・を
授
業
に
収

り
入
れ
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ぺ

卒
業
生
。
父
兄
か
ら
も
好
評
と

な
っ
て
い
ま
す
。

上… 文部大臣賞受 賞作品1 ヵヽぐ や姫 」

第一 場面( 全六場面)
下・・・弥生染め にとり 組む生 徒
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保健 ・ 衛生

年
に
一
度
は
タ
ン
ク
の

清
掃
を
し
ま
し
ょ
う

給
水
タ
ン
ク
を
お
持
ち
の
方
へ

毎
日
奠
い
日
が
続
き
ま
す
と

、
水
で
の
ど
の
渇
き
を
い
や

し
た
く
な
ひ
ま
す
が
、
水
を
飲
む
前
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
だ
れ
で
も
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
き
れ
い
な
水
道
水
が
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

、
ピ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場

合
は
、
水
道
水
が
給
水
タ
ン
ク
を
通
っ
て

、
蛇
口
に
至
り
ま

す

。
タ
ン
ク
が
汚
れ
て
い
る
と
、
き
れ
い
な
水
と
は
い
え
な

く
な
り
ま
す
。
実
際
に
都
内
で
は

、
五
十
七
年
度
中
に
タ
ン

ク
の
汚
染
事
故
が
、
構
造
上
の
欠
陥
。。。三
十
八
件
、
維
持
管

理
の
不
備
・
:八
十
二
件
起
き
て
い
ま
す
。
事
故
に
は
多
く
の

人
に
対
す
る
迷
惑
と
大
変
な
手
間
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
ぶ
フ
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
は
、
日
頃
の

管
理
が
と
て
も
大
切
で
す
。
区
で
は

、
今
年
五
月
に
ビ
ル
や

マ
ン
シ
ョ
ン
の
水
道
の
安
全
を
守
る
た
め
「
小
規
模
給
水
施

設
の
衛
生
管
理
指
導
要
綱
」
を
定
め
ま
し
た
。
給
水
タ
ン
ク

等
の
維
持
管
理
は
、そ
の
建
物
を
お
持
ち
の
方
に
な
り
ま
す

。

ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン

水
道
の
実
態

区
内
の
古
い
建
物
の
タ
ン
ク
約

二
百
件
(

図
1
)

に
つ
い
て
、
保

健
所
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
に

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

□
タ
ン
ク
の
清
掃
状
況

定
期
的
に
凋
掃
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
全
体
9
(

割
弱
で
(

図
2
)

、

特
に
雑
居
ビ
ル
で
は
少
な
く
、
半

分
以
上
の
施
設
が
適
正
な
管
理
が

さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
何
年
も
清
掃
し
て
い
な
い
夕

ン
ク
に
は
砂
や
サ
ビ
が
た
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

□
大
き
す
ぎ
る
タ
ン
ク

タ
ン
ク
の
水
は

、
絶
え
ず
入
れ

替
わ
り
、
新
鮮
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
タ
ン
ク
に
前
日
の
水
が

残
っ
て
い
る
施
設
が
、
半
数
近
く

も
あ
り
ま
し
た
(

図
3
)
。

あ
ま
り
古
い
水
が
と
ど
こ
お
る

と
、
残
留
塩
素
が
な
く
な
る
の
で

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

□
残
留
塩
素
に
つ
い
て

水
通
水
に
は
殺
菌
の
た
め
、
塩

素
剤
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
塩
素

剤
が
水
の
中
に
溶
け
て
い
る
状
態

を
残
留
塩
素
と
い
い
、
こ
れ
が
、

〇
・
一
匹以
下
に
な
る
と
、
殺
菌

勧
粱
が
失
わ
れ
、
大
変
な
事
故
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

□
水
質
検
査
等
の
相
談

保
健
所
で
は
、
維
持
管
理
や
構

造
上
の
問
題
等
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、
水

質
検
査
の
依
頼
は
有
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。

※
な
お
、
タ
ン
ク
に
汚
水
等
が
入

っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
保
健
所
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

《
足
立
・
千
住
保
健
所
》

屋 外の給水 タン ク

図1　 今回の調査の内 訳
内側: 建築後の年数
外側: 川途

図2　用途別清掃状況

○ 大切な日頃の維持管理

▽タンクの清掃は一年に一回定期
的にしましょう。
▽タンクの周囲に薬品や油等を置
いているのは、汚染のもとです。
清潔にしておきましょう。
▽ 管理者以外の人がマンホールを
閧けないように、カギをかけま
しょう。
▽ 定期的にタンクをみて、汚れ具
合や配管の先端の防虫網の有無
を確認しましょう。

図3　 タンク水の平均滞留期間

精神衛生

のために

講演会
・ 相談

現
代
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
ト
レ
ス

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
心
の
病
気
に

か
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
聿
歹
。

最
返

夜
眠
れ
な
か
っ
た
り
、

他
人
の
目
が
気
に
な
る
等
、
心
の

悩
み
を
持
た
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

講
演
会
と
相
談
を
仔
い
ま
す
の

で
気
軽
に
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

□
精
神
衛
生
講
演
会

日
時
　
八
月
三
十
一
日
(
金
)
、午

後
二
時
～
四
時

場
所
　
足
立
保
健
所
講
堂

演
題
　
心
の
健
康
と
生
活

講
師
　
佐
々
木
雄
司
氏
(
都
立
精

神
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
)

定
員
　
八
十
名

□
精
神
衛
生
相
談

専
門
医
が
衵
丐
し
ま
す
。

日
時
　
八
月
六
日
、十
三
日
、二
十

日
、
午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

場
所

足
立
保
健
所

費
用
　
と
も
に
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

八
五
五
―
四
一
五
一

成
人
病
検
診
の

お

知
ら

せ

脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
な

ど
の
成
人
病
は
、
自
覚
症
状
の
な

い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
成
人
病
の

予
防
に
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

日
時
　
毎
週
金
曜
日
、
午
前
九
時

～
十
時

場
所
　
千
住
保
健
所

対
象
　
区
内
在
住
の
満
三
十
歳
以

上
の
方

検
査
項
目
　
心
電
図
、眼
底
、尿
、

血
液
な
ど
二
十
三
項
目
(
胃
、

子
宮
が
ん
は
含
贏
れ
ま
せ
ん
)

費
用
　
五
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所

八
八
八
-
四
二
七
七

胃
の
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診

対
象
　
▼
胃
の
検
診
・
:満
三
十
五

歳
以
上
の
区
民

▼
子
宮
が
ん

倹
診
・・・満
三
十
歳
以
上
の
区
民
(

い
ず
れ
も
過
去
一
年
以
内
に

検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
)

検
診
日
程
　
右
下
表
の
と
お
り

費
用
　
胃
の
検
診
・
子
宮
が
ん
検

診
と
も
六
百
円
(
た
だ
し

、
生

活
保
護
世
帯
の
方
は
生
活
保
護

の
し
お
り
を
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
住
民
税
非
課
税
証

明
啓
を

、
当
日
持
参
す
れ
ば
免

除
さ
れ
ま
す
)

検
診
の
で
き
な
い
方
　
▼
胃
の
検

診
・
:
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
胃

の
病
気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方

▼

子
宮
が
ん
検
診
…
生
理
中
の

方
、
婦
人
科
医
で
治
療
中
の
方

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、
希

望
検
診
名
、
検
診
日
、
検
診
場

所
、
申
込
者
の
住
所
、
氏
名
(
ふ

り
が
な
)
、
性
別
、
生
年
月
日

、

年
齢
、
電
話
番
气

足
立
保
健

所
で
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診
し

た
こ
と
の
あ
る
方
は
、受
診
日
・

番
号
を
記
入
の
う
疋
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
(

各
検
診
と
も
I

人
一
枚
限
り
)

申
込
期
限
　

い
ず
れ
も
八
月
八
日
(

当
日
消
印
有
効
)

《
ご
注
意
》
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
求
す
。

な
お
子
宮
が
ん

検
診
に
限

り
、
抽
選
に
も
れ
た
方
は
、
区

内
の
産
婦
人
科
医
で
検
診
(

費

用
は
同
じ
)

す
る
こ
と
に
な
る

場
合
が
あ
ひ
ま
す
。

ま
た
、
東
亰
都
が
ん
検
診
セ

ン
タ
ー
で
検
診
希
望
の
方
お
よ

び
子
宮
が
ん
検
診
の
産
婦
人
科

医
で
受
診
さ
れ
る
方
は
、
受
診

票
交
付
の
た
め
所
管
の
保
健
所

や
保
健
相
談
所
に
、
後
日
来
所

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
(

〒
1
2
1伊
輿
町
前
沼
一
一
五
七

上
(
　

八
五
五
-

四
一
五

一
)

検 診 日 程 表

愛
犬
家
の

み
な
さ
ん
へ

飼
い
主
は
次
の
こ
と
を
必
ず
守

り
、
他
の
方
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
、
環
境
の
美
化
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

▽
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
る

▽
散
歩
中
の
鎖
は
短
ぐ
持
つ

▽
散
歩
中
の
糞
の
始
末
は
忘
れ
ず

に
す
る

子
犬
・
子
ね
こ
の

里
親
さ
が
し

子
犬
、
子
ね
こ
を
不
要
ま
た
は

飼
え
な
く
な
っ
た
方
と
、
子
犬
、

子
ね
'
」
を
ほ
し
い
方
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
里
親
さ
が
し
を
行
い

ま
す
。

日
時
　
九
月
二
十
九
日
(
占

、
午

後
一
時
～

三
時

場
所
　
区
役
所
仲
町
分
室
中
庭

対
象
動
物
　
開
催
日
現
在
に
生
後

二
か
ら
三
ヵ

月
位
の
健
康
な
子

犬
、
子
ね
こ

問
合
せ
先
　

防
疫
指
導
係

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
等
を
新
築
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
整
備
が
、
す
で

に
済
ん
だ
地
域
内
に
、
家
屋

等
を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住

所
を
付
け
る
た
め
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、

住
所
が
付
け
ら
れ
な
い
た

め
、
転
入
等
の
手
続
が
で
き

ま
せ
ん
。
届
け
出
に
は
、
建

築
確
認
S
一
式
と
印
か
ん
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
住
居
表
示
係

助
成
金
が
出
ま
す

私
道
防
犯
灯
設
置

道
路
幅
貝
が
二
・
七
む
以

上
の
私
道
に
設
置
す
る
防
犯

灯
に
対
し
、
標
準
工
事
費
の

八
創
に
相
当
す
る
額
の
助
成

金
が
出
ま
す
。

設
置
計
画
の
あ
る
町
会
・

自
治
会
は
、
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ぉ
願
い

し
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
街
路
照

明
係

昔
八
八
九
上
(
I
　

六
一

公
述
人
を
募
集
し
ま
す

都
市
高
速
道
路
王
子
線
公
聴
会

都
で
は
、
都
市
高
速
道
路

王
子
線
建
設
事
業
の
環
境
影

審
評
価
書
案
に
つ
い
て
公
聴

会
を
閧
催
し
ま
す
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、
環
境

保
全
の
見
地
か
ら
み
な
さ
ん

の
意
見
を
聰
ぐ
た
め
公
述
人

を
募
集
し
ま
す
。

公

聴
会
日
程
　
九
月
一
日
(

土
)
、
午
後
一
時
か
ら

場
所
　
北
区
公
会
堂

公
述
人
募
集
人
員
　
二
十
五

名
程
度
(
多
数
の
場
合
は

抽
せ
ん
)

申
込
方
法
　
次
の
事
項
を
記

載
し
た
公
述
申
出
書
を
郵

送
か
持
参
の
こ
と

▼
公

述
人
の
住
所
・
氏
名
・
ふ

り
が
な
(
法
人
等
団
体
の

場
合
は
、
名
称
、
代
表
者

氏
名
、
事
務
所
所
在
地
、

公
述
者
の
役
職
名
、
氏
名
、

住
所
)
、
電
話
番
号

▼
対

象
事
業
の
名
称

▼
八
百

字
以
内
の
意
見
の
要
旨

申
込
期
限
　
八
月
十
七
日

申
込
先
　

都
環
境
保
全
局
環

境
管
理
郡
公
聴
会
担
当
(

〒
川
千
代
田
区
有
楽
町

一
-
七
-

一
有
楽
町
電
気

ピ
ル
)

間
合
せ
先
　
環
境
保
全
課

定
時
払
い
の
お
知
ら
せ

福

祉

手

当

八
月
は
、
福
祉
手
当
の
支

給
月
で
す
。
次
の
と
お
り
支

払
わ
れ
ま
す
の
で
、
支
払
日

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
福
祉
手
当
(
国
制
度
)
。
:

八
月
十
日
頃

▽
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
、

難
病
愚
者
福
祉
手
当
・・
八

月
二
十
五
日
頃

※
こ
れ
ま
で
毎
年
八
月
に
実

施
し
て
い
た
福
祉
手
当
(

国

制
度
)
、
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
受
給
者
の
現
況
届
は
廃
止

に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
難
病
思
者
福
祉
手

当
現
従
采
況
届
は
従
来
ど
お

り
十
月
に
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　

障
害
福
祉
係
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広く、正しく、安全に!
道路はみんなの財産

<8 月 は 道路をまもる月 間>

利
用
登
録
の
一
斉
切
り
替
え

綾
瀬
駅
周
辺
自
転
車
駐
車
場

区
で
は
、
綾
瀬
駅
周
辺
に
四
力

所
の
有
料
自
転
車
駐
車
場
を
運
営

管
理
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
九

月
三
十
日
で
開
設
以
采
一
年
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
十
月
一
日
付
を

も
っ
て
利
用
登
録
の
一
斉
切
ひ
酋

え
を
行
い
ま
す
。
現
在
利
用
さ
れ

て
い
る
方
、
新
た
に
利
用
希
望
の

方
は
、
次
の
要
頌
に
よ
り
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
バ

イ
ク
等
は
利
用
で
孝
ま
せ
ん
。

登
録
申
込
受
付
期
限
　
八
八
月
三
十

一
日
(
当
日
消
印
有
効
)

申
込
方
　法

次
の
事
項
を
記
入
　

・
う
刄
、
往
復
(
ガ
キ
で
申
し

み
く
だ
さ
い
①
住
所

②
氏
名

③
職
業
(

学
生
は
学
年
・
学
校

名
)

④
電
話
番
9
(

連
絡
先
)

⑤
駐
申
場
を
哽
間
利
用
し
て
、

会
社
(
学
校
)
に
通
動
・
通
学
す

る
方
は
そ
の
会
社
(
学
校
)
の
所

在
地

⑥
希
望
す
る
自
転
車
駐

車
場
名
(
第
∵

第
二
希
望
)
⑦

定
期
利
用
か
晋
通
利
用
の
区
分

選
考
と
通
　知

遠
距
離
者
か
ら
登

録
し
、
結
果
は
九
月
ニ
ト
日
ご

ろ
ま
で
に
通
知
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
　先

食
通
安
全
対

禹
課
(
〒
1
2
0千
住
一
-
四
-
一

八
)

皆
さ
ん
が
毎
日
利
用
し
て
い
る

道
路
は
、
人
の
通
行
・
物
資
等
の

愉
送
と
い
う
本
来
の
目
的
以
外
に

い
ろ
い
ろ
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
上
な
く
て
は
な

ら
な
い
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
も
道

路
を
利
用
し
て
各
家
庭
に
供
給
さ

れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
街
略

樹
・
街
路
灯
や
下
水
道
の
設
置
な

ど
環
境
整
備
も
す
べ
て
遭
略
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
道

路
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
蒹
か
に

す
る
大
切
な
公
共
施
設
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
間
違
っ

た
利
用
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
自
動
販
売
機
や
商
品
・
器
材
を

置
い
て
い
る

▼
賍
木
鉢
を
出
し

た
り
、
花
壇
に
し
て
い
る

▼
ゴ

ミ
岑
投
棄
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

物
を
苣
い
て
い
る

▼
道
路
を
損

傷
し
た
り
、
汚
損
し
て
い
る

▼

無
断
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
は
ず
し

出
入
口
に
し
て
い
る

▼
無
断
で

日
除
け
・
看
板
を
出
し
て
い
る
　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
通
行
の
さ

ま
た
け
に
な
る
ぱ
か
り
で
な
ぐ
、

緊
急
時
の
活
動
に
も
堕
大
な
支
障

を
き
た
し
ま
す
。退
路
は
、一
人

ひ
と
り
が
他
の
人
の
身
に
な
っ
て

使
い
ま
し
ょ
う
。

◎
道
路
の
不
正
使
用
に
つ
い
て
問

合
せ
先

週
路
監
察
係

◎
占
用
許
可
・
申
請
に
つ
い
て
の

問
合
せ
先

占
用
係

なくしましょう

夏の交通事故

夏休みを楽しく

□
無
課
な
運
転
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

夏
は
酊
や
山
に
、
車
で
出
か
け

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
一
層
守
り
、

交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
季
節
が
ら
体
調
を
く
ず
し
や
す

い
の
で
、
体
調
を
穩
え
、
過
労

運
転
を
避
け
ま
し
ょ
う

▽
ビ
ー
ル
の
季
節
で
す
が
、「
飲
ん

だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む

な
」
を
厳
守
し
ま
し
ょ
う

▽
事
故
の
大
半
が
ス
ピ
ー

ド
超
過

に
よ
り
ま
す
。
法
定
速
度
で
の

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

▽
車
に
乗
る
時
は
必
ず
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

□
子
ど
も
に
気
を
つ
け
よ
う

夏
休
み
で
、
子
ど
も
の
外
出
が

多
く
な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は

も
と
よ
り
家
族
の
方
も
注
意
し
、

事
故
を
防
蓆
稾
し
ょ
う

▽
大
人
が
簡
単
に
左
右
を
確
認
で

き
る
場
所
も
。子
ど
も
に
は
目

の
位
置
が
低
い
こ
と
も
あ
っ
て

向
も
見
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
横
断
歩
道
で
も
必
ず
子
ど

も
の
手
を
引
い
て
や
り
、
左
右

の
確
認
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

▽
自
動
車
の
ま
わ
り
で
遊
ば
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

交
通
安
全
フ
ェ
ア

日
時
　
八
月
八
日
～
十
三
日
、
午

前
十
時
I
午
後
五
時

場
所
　
新
宿
N
S
ビ
ル
(
新
宿
区

西
新
宿
ニ
ー
四
-
一
)

問
合
せ
　先

交
通
安
全
フ
ェ
ア
実

施
本
部
(
昔
五
四
四
-
五
三
〇

三
)
、
ま
た
は
交
通
安
全
係

光
化
学

ス

モ
ッ

グ

に

ご
注
意
!
!

梅
雨
が
あ
け
て
、
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
の
発
生
し
や
す
い
シ
ー
ズ
ン

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
。
足

立
区
な
ど
の
東
部
地
域
で
は
、
注

意
報
の
発
令
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
油
断
は
票
物
で
す
。

□
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
お
知
ら
せ

都
で
は
、
注
意
報
な
ど
の
発
令

が
あ
る
と
さ
は
、
テ
レ
ビ
ご
フ
ジ

オ
を
通
じ
、
す
ば
や
く
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
同
時
に
被
害

の
集
中
す
る
小
中
学
校
に
も
、
同

時
通
報
無
線
装
置
な
ど
に
よ
っ
て

連
絡
し
て
い
ま
す
。

ま
た
。
区
は
、
出
張
所
、
保
健

所
な
ど
公
共
施
設
に
黄
色
の
看
板

を
出
し
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

□
注
意
報
・
警
報
が
発
令
さ
れ
た

時
に
は

▽
戸
外
で
の
激
し
い
運
動
は
、
さ

け
ま
し
ょ
う

▽
病
弱
な
人
、
乳
児
、
老
人
な
ど

は
健
康
な
人
に
比
べ
、
影
響
を

う
け
や
す
い
の
で
、
特
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

▽
自
動
車
等
は
、
な
る
べ
く
使
用

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽
被
害
を
う
け
た
と
き
は
、
最
寄

り
の
保
健
所
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い

く
わ
し
く
は
、
環
境
保
全
課
調

螯
係
へ
。
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区営自転車駐車場案内図
( 円は駅改札口から半径300m放置禁止区域)

①綾瀬東自転車駐車場(有料)②綾瀬西自転車駐車場(有料)

③綾瀬南自転車駐車場(有科)

④綾瀬北自転車駐車場( 有料) ⑤綾瀬3丁目自転車駐車場( 無料)

⑥綾瀬袋橋自転車駐車場( 無料)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
1
)

昭
和
七
年
末
か
ら
八
年
に
か

け
て
お
き
た
裁
判
所
差
別
事
件

は
、
香
川
県
の
同
和
地
区
の
無

実
の
青
年
を
人
権
じ
ゅ
う
り
ん

し
た
点
で
、
全
国
の
同
和
地
区

の
方
々
を
憤
激
さ
せ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
全
国
水
平
社
は
、

同
和
地
区
ご
と
に
糾
弾
闘
争
委

員
会
を
つ
く
り
、
全
国
的
な
活

齠
に
も
り
あ
げ
ま
し
た
。
請
願

大
行
進
、
司
法
大
臣
や
検
事
総

長
に
対
す
る
抗
農
を
展
開
し
、

そ
の
結
果
、
青
年
は
仮
釈
放
さ

れ
、
一
方
、
関
係
者
は
退
職
、

転
任
な
ど
の
処
分
と
な
り
、
や

っ
と
た
た
か
い
に
勝
つ
こ
と
が

で
`
{
ま
し
た
。
こ
の
事
件
を
き

っ
か
け
に
。
解
放
運
勣
は
I
だ

ん
と
も
ひ
あ
が
り
ま
し
た
。

大
正
十
一
年
(
一
九
二
二
年
)

三
月
三
日
に
創
立
さ
れ
た
こ
の

水
平
社
の
活
動
は
、
数
々
の
成

果
を
残
し
て
、
昭
和
十
五
年
、

第
十
六
回
大
会
を
最
後
と
し
て

終
り
を
告
げ
、
戦
時
中
は
中
断

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
水
平
社

の
伝
統
は
戦
後
の
解
放
運
勦
に

う
け
つ
が
れ
て
い
き
ま
す
。

終
戦
の
翌
年
、
昭
和
二
十
一

年
十
一
月
三
日
、
主
権
在
民
、

永
久
平
和
、
基
本
的
人
権
尊
重

の
三
本
柱
を
中
心
と
し
た
日
本

国
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
次
の
年

五
月
三
日
を
期
し
て
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

戦
後
の
荒
廃
の
中
で
、
部
落

解
放
運
動
を
再
建
h
y
零
と
す

る
気
運
が
高
ま
り
、
昭
和
二
十

一
年
二
月
、
京
都
に
お
い
て
、

部
落
解
放
全
国
委
員
会
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
の
部
落
解
放
運
動
の
再

建
は
、
こ
の
全
国
委
員
会
に
よ

っ
て
始
ま
り
、
そ
の
活
動
は
、

戦
前
の
方
針
を
受
け
つ
い
で
す

す
め
ら
れ
ま
し
た
。

行
政
側
に
お
い
て
、
ま
ず
、

同
和
行
政
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、
西
日
本
の
府
県
で
し
た
。

そ
の
例
と
し
て
、
昭
和
二
十

二
年
、
兵
壅
県
に
お
い
て
、
団

体
の
要
求
や
提
案
を
受
け
、
民

生
部
厚
生
課
に
三
名
の
職
貝
を

同
和
行
政
に
当
ら
せ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
に
は
、
県
議
会

内
に
「
同
和
対
策
特
別
委
貝
会
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

◎
同
和
問
題
に
闃
す
る
問
い
合

わ
せ
は
'
M

役
所
同
和
対
策

担
当
へ
。

ひ
ろ
ば

力
ッ
卜
・
長
谷
川
高
代
さ
ん

(
梅
島
二
丁
目
)

□
ど
ん
ぐ
り
会
(

英
会
話
)

日
時

毎
週
土
曜
日
(

月
三

回
)
、
午
後
三
時
三
十
分
上
(

時
三
十
分

場
所
　
青
年
館

費
用
　
月
額
三
千
五
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　

原
I
(

○
五
上
二
二
九
七

□
地
震
災
害
の
話
と
映
画

日
時
　
八
月
三
十
日
(
木
)
、
午

後
六
時
三
十
分
か
ら

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

内
容
　
自
然
史
と
災
害
対
策
知

諏
、
映
画
「
地
震
l
柬
苺
地

震
警
戒
宣
言
」

問
合
せ
先
　
足
立
文
化
学
習
会
a

八
五
〇
-

五
八
八
一
(
夜
)

□
四
季
(

絵
画
)
会
員
募
集

人
体
デ
ッ
サ
ン
と
写
生
会
を

お
も
に
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
四
火
曜
日
、
午

後
六
時
一

九
時

場
所
　
矢
沢
ア
ト
リ
エ
(

本
木

酉
町
)

費
用
　
月
額
二
千
円
(
モ
デ
ル

代
茶
菓
子
代
を
含
む
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
矢
沢

八
九
八
上
(
八
〇
八

□
東
和
籐
工
芸
初
級
教
室

日
時
　
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜

日
、
午
前
十
時
～
正
午

場
所
　

東
和
社
会
教
育
館

内
容
　
パ
ン
か
ご
、
角
か
ご
他

費
用
　
三
ヵ
月
…
三
千
円
(
前

納
)

材
料
費
・・・
千
二
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　

染
谷

(
○
‘
(
Iハ
五
四
〇

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
員
募
集

日
時
　

毎
週
水
曜
日
、
午
後
六

時
三
十
分
～
九
時

場
所
　
足
立
第
一
中
体
育
館

費
用
　

月
額
五
百
円

※
匱
接
参
加
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
林

昔
八
八
一
-

三
三
二
七

□
盆
踊
り
太
鼓
無
料
講
習
会

日
時
　
八
月
十
九
日
(
日
)
、
午

後
一
時
～
三
時

場
所
　

千
住
新
僑
下
(
北
千
住

寄
り
)

※
小
学
生
以
上
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先
　
木
村
　

六
〇
五

上

一
〇
六
四

□
千
寿
会
(

書
道
)
会
員
募
集

日
時
　
毎
月
第
一
・
第
三
・
第
四

木
曜
日
、
午
前
十
時
I
正
午

場
所

中
央
本
町
社
会
教
育
館

費
用

月
額
千
二
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
香
山

八
五
八
-

五
七
八
四

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

(
〒
1
2
0千
住
一
-
四
-

一
八
)

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

◎
福
祉
年
金
を
お
受
け
の
方

は
、
八
月
十
三
日
か
ら
指
定

の
郵
便
局
で
受
け
ら
れ
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
国
民
年
金

課
給
付
係
へ
。

◎
保
険
料
は
口
座
振
替
で

。

国
民
年
金
の
保
険
料
煢

あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
納
付
で
糞
稾
す

。

持
参
す
る
も
の

年
金
手

帳
、預
金
通
帳
、取
引
印
鑑

手
続
き
先

預
金
口
座
が
あ

る
銀
行
、
信
用
金
曜
、
信

用
組
合
、
農
協
の
窓
口

◎
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
方
へ
。

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
年
金
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
n

ま
す
。
経
済
的
事
情
な
ど

で
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方

は
、
保
険
料
免
除
手
続
忝
を

し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法
　
印
鑑
・
年
金

手
帳
を
持
参
し
て
国
民
年

金
課
、
ま
た
は
出
彊
所
へ

問
合
せ
先
　
年
金
課
記
録
係

梅
島
生
活
実
習
所
入
所
者
募
集

璽
度
の
障
害
を
持
っ
た
方

の
通
所
施
設
「
梅
鳥
生
活
実

習
所
」の
新
入
所
者
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員
　
一
名

入
所
時
期
　
九
月

申
請
・
問
合
せ
先
　
所
管
の

福
祉
串
務
所
、ま
た
は
梅

島
生
活
実
習
所
(
`
‘
八
四

九
-

召
一
七
九
)

ともに生きるそ
の

8

今
回
は
「
機
能
訓
練
友
の

き

を
お
た
ず
ね
し
ま
し
た
。

働
き
ざ
か
9

函

然

脳
卒

中
に
お
そ
わ
れ
、「
今
ま
で
で

き
て
い
た
こ
と
が
何
も
で
き

な
く
な
っ
た
」
と
い
う
衝
撃

奮
杲
り
越
え
て
、
今
明
る
く

談
笑
し
な
が
ら
訓
練
に
は
げ

む
人
々
が
い
ま
す
。

訶
院
の
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
終
え
て
も
機
能
の
回

復
が
充
分
で
な
く
、
家
に
ひ

き
こ
も
っ
て
し
ま
う
人
々
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
人
々
を
対
象
に
半
年

コ
ー
ス
で
機
能
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
友
の
会
は
、

そ
の
終
了
者
の
グ
ル
ー
プ
で

す
。テ

ー
プ
に
あ
わ
せ
て
体
操

す
る
真
剣
な
顏
、
冗
談
を
一
再

い
あ
っ
て
ド
ッ
と
笑
う
頗
。

絵
画
や
音
楽
、
詩
吟
な
ど
の

サ
ー
ク
ル
活
動
。
そ
し
て
一

番
の
喜
び
は

「
仲
間
が
で
き

た
こ
と

」だ
と
、全
員
で
熱
っ

ぼ
ぐ
語
っ
て
ぐ
れ
ま
し
た
。

(
障
害
福
祉
課
)

一一一丿一f一・一
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募集 ・催し物受
講
生
を
募
集

第
一
回
あ
し
だ
ち
大
学

平
均
寿
命
は
、
年
々
延
ぴ
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
過
ご
す
期
間
も

長
く
な
り
ま
し
た

。
生
涯
教
育
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

、
あ
し
だ

ち
大
学
を
開
講
し
ま
す

。

日
時
　
九
月
十
八
日
一

十
二
月
十

一
日
の
毎
週
火
曜
日
と
十
月
三

十
一
日
(
水
)
、
全
十
三
回
、
い

ず
れ
も
、
午
前
十
時
～
正
午

※
十
月
三
十
日
、
三
十
一
日
は
、

バ
ス
で
の
区
内
史
跡
め
ぐ
り
の
た

め
午
唆
四
時
ま
で

。

場
所
　

東
部
セ
ン
タ
ー

内
容
　

「
人
生
を
積
極
的
に
生
き

る

」「
若
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

」「
食
生
活
を
老
え

る
」

「
若
さ
を
保
つ
に
は
」
等

対
象
　
六
十
歳
以
上
の
区
内
在
住

・
在
助
者
で

、
十
三
回
を
と
お

し
て
受
講
で
き
る
方

定
員
　
五
十
名
(
5

募
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

費
用
　

無
料

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、「
あ

し
だ
ち
大
学
受
講
希
望
」
と
記

入
し
、
庄
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
吋
を
明
記
の
う
え
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
八
月
二
十
日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
、
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ

ー
(

〒
a
東
綾
瀬
一
!
五
1

一
七
　

六
〇
五
1
匕
一
〇

一
)

こ
ど
も
映
画
会

日
時
　
八
月
中
の
毎
週
土
曜
日
(

二
十
五
日
旁
朕
く
)
午
前
十

一
時
～
午
後
十
二
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

内
容
　
劇
画
・
ア
ニ
メ
そ
の
他

対
象

小
・
中
学
生
先
肴
百
名

費
用

無
料

問
合
せ
先
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

八

〇
上
三

○
七

名
作
映
画
鑑
賞
会

日
時
　
八
月
二
十
四
日
(金
)
午
後

三
時
と
午
後
六
時
の
二
回

場
所
　
竹
の
塚
廿
会
教
育
館
四
階

大
ホ
ー
ル

内
容
　
「ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」

土
(
m
日
本
語
版

※
会
員
辱
は
(
大
人
一
百
円
、
子

ど
も
百
円
)
竹
の
塚
社
会
敦
自
薦

で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

文
化
事
業
課
(
公
社
)

八
五
九
-
八
一
匸
一

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

日
時
　
九
月
四
日
～
籵
一
月
ニ
ヤ

日
の
ぬ
週
火
曜
日

、全
籵
回
(
九

月
二
十
五
日
、
十
月
十
六
日
を

除
く
)

午
後
二
時
～
四
時

場
所
　
巾
央
本
町
体
育
館

対
象
　
区
内
在
庄
・
在
動
の
方
で

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
初
心
者

定
員
　
四
十
名

受
講
料
　

一
回
二
百
円

申
込
方
法
　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、「
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
希
望
」
と
記
入

し
住
所
、
氏
气

年
齢
、
電
話

番
号
、
勤
務
先
を
明
記
の
つ
疋

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
八
月
十
五
日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
本
町
休

育
館
(
〒
1
2
1
中
央
本
町
一
‘
T

一
五
-
一
`
。八
五
ニ
ー
一
四

三
一
)

親
子
手
芸
教
室

日
時
　
八
月
ニ
ト
五
日
(
土
)
午

後
一
時
～
四
時

場
所
　
東
部
セ
ン
タ
ー

内
容
　
マ
ク
ラ
メ
の
小
物
か
け

対
象

区
内
の
観
子
(
大
人
の
み

の
参
加
も
可
)

定
員
　
五
十
名

費
用
　
四
百
円
(
一
組
)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口
へ

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー

さ
六
〇
五
一
七
一
〇
一

録
音
テ
ー
プ
を

貸
出
し
ま
す

中
央
図
膚
館
で
は
身
体
障
害
者

の
福
祉
増
進
の
た
め
録
音
テ
ー
プ

を
貸
出
し
ま
す
。

対
象
者
　
目
の
不
自
由
な
方
で
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
う
け

て
い
る
方

申
込
方
法
　
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
住

所
・
名
前
・
電
話
番
号
を
連
絡

し
て
く
だ
さ
い

貸
出
期
間
　
一
ヵ
月
以
内

貸
出
本
数
　
五
タ
イ
ト
ル
ま
た
は

十
本
ま
で
(
無
科
)

賃
出
・
返
却
方
法
　
郵
便
で
貨
出

し
ま
す
。返
却
は
、
送
ら
れ
て

き
た
郵
便
袋
の
宛
名
札
を
裏
返

し
て
、
郵
便
ボ
ス
ト
に
入
れ
て

く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
図
書
館
(

〒
1
2
1梅田
七
-
一
三
-
一

さ
八
四
〇
-
四
六
四
六
)

フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
九
月
七
日
(
金
)
午
後
七
時

場
所

竹
の
塚
社
会
敦
育
館
四
階

大
ホ
ー
ル

出
演
　
新
日
本
フ
ィ
ル

曲
目
　
ビ
バ
ル
デ
ィ
「
四
季
」
他

※
会
員
券
は
千
円
で
す
。
八
月
十

日
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
取
扱
っ

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

文
化
事
業
課
(公
社
)
　

八
五
九
―
八
二
一
一

中
学
校
卒
業
程
度

認

定

試

験

病
気
な
ど
や
む
を
え
な
い
理
由

に
よ
り
、
就
学
猶
予
、
ま
た
は
免

除
さ
れ
た
方
等
で
義
務
教
育
を
修

了
で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、

中
学
校
卒
業
と
同
等
の
資
格
が
寿

ら
れ
る
認
定
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
希
望
者
は
、
受
験
し
て
く
だ

さ
い
。

試
験
日
　
十
一
月
九
日
(
金
)

試
験
場

新
宿
区
立
教
育
セ
ン
タ

ー
(
新
宿
区
西
新
宿
一
上
一三
-

一
〇
)

試
験
科
目
　
国
語
、社
会
、数
学
、

理
科
、
外
国
語
(
英
語
ま
た
は

ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
)

願
書
受
付
期
間
　
八
月
十
一
日
(

土
)
一
九
月
十
日
(
月
)

願
書
受
付
場
所
　
都
教
育
庁
義
務

教
育
課
小
中
学
校
係

問
合
せ
先
　
都
教
育
庁
義
務
教
育

課
小
中
学
校
係
(
昔
二
二
〒

五
一
一
一
)

ま
た
は
区
教
育

委
員
会
学
事
係

区
民
体
育
大
会

□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
　
九
月
三
十
日

、
十
月
七
日

・
十
四
日
・
二
十
一
日
・
二
十

八
日
(
雨
天
順
延
)

時
間
は
、

い
ず
れ
も
、
午
前
ぺ
時
か
ら

場
所
　
古
千
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
十
八

歳
以
上
の
男
・
女
(

た
だ
し
、

学
生
は
除
く
)

参
加
費
　
一
チ

ー
ム
五
千
円

申
込
方
法
　
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
へ
電
話
で
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
八
月
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　

区
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
連
盟
(
佐
々
木

昔
八
九

七
-
0
1
(

○
、
午
険
五
時
三

十
分
以
降
)

□
釣
魚
(

ハ
ゼ
)
大
会

日
時
・
集
合
場
所
　

九
月
二
日
(

日
)
午
前
一
時
、
千
住
車
嗜
前

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

競
技
方
法
　
重
量
制

参
加
費
　
三
千
五
百
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
期
限
　
八
月
二
十
五
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
釣
魚
甕
に

会
(
知
久
　

八
八
七
-
八
五

九
五
)

く
わ
し
く
は
、
体
育
課
へ
。

花
畑
セ
ン
タ
ー

秋
の
婦
人
教
室

□
陶
芸
教
室

日
時
　
九
月
十
八
日

、
十
月
九
日

・
二
十
三
日
、十
一
月
十
三
日
、

い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
正
午

費
用

八
百
円
(
四
回
分
材
料
費
)

定
員

二
十
名

□
藤
工
芸
教
室

日
時
　
九
月
二
十
五
日
、
十
月
十

六
日
・
三
十
日

、
十
一
月
二
十

日
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時
～
正

午
費
用
　
三
千
円
(
四
回
分
材
料
費
)

定
員

二
十
名

□
料
理
教
室

日
時
　
九
月
十
四
日
・
二
十
八

日
、十
月
十
二
日
こ
一
土
(
日

、

十
一
月
九
日
・
三
十
日
、
い
ず

れ
も
午
後
二
時
～
四
時
三
十
分

費
用
　
三
千
円
(
六
回
分
材
料
費
)

内
容
　
専
門
講
師
に
よ
る
『
す
ぐ

・

に
役
立
つ
和
・
洋
・
中
華
料

理
」
の
調
理
実
習

定
員
　
三
十
名

□
親
子
体
操
教
室
(
三
・
四
歳
児

と
母
親
)

日
時
　
九
月
一
日
～
十
二
月
二
十

二
日
の
毎
週
土
曜
日
(
十
五
回
)

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三

十
分

定
員
　

三
十
組
(
費
用
は
無
料
)

対
象
　
い
ず
れ
も
区
内
在
住
・
在

勤
の
婦
人
で

、
全
日
程
を
と
お

し
て
穆
加
で
き
る
方

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
希
望
す
る
教
室
名
(
一

教
室
に
一
人
一
枚
に
限
る
)

を
記
入
の
う
凡
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。(申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

申
込
期
限
　
八
月
十
日
(

当
日

消
印
有
効
)

・
問
合
せ
先
　
花
畑
セ
ン
タ
ー
(
1
1
-
5
2
1

花
畑
四
-
一
六
上

三

八
五
〇
-

二
六
一
七
)

休
館
の
お
し
ら
せ

中
央
本
町

、
東
和
、
佐
野

の
各
社
会
教
育
館
・
体
育
館

は
、
館
内
整
理
の
た
め
、
八

月
十
九
日
(
日
)
臨
時
休
館
し

ま
す
。

あなたも お気軽にご参加を 　ふれあい 文化教室

※ 往復 ハガキで申し込みの場合は抽選になる場合があります。教材賣・材科費は実費

スポーツセンター事業案内　859- 8211 ㈹

※ l - 3の教室の受講者は事前に8の健康チェックを受けてください。

掲
示
板

都
職
員
採
用
試
験

(短
大
・
高
校
卒

程
度
)

受
験
資
格
　
▼
短
大
卒
程
度
・・・

学
甼

画
一
わ
ず
昭
和
三
十
六

年
四
月
二
日
～
昭
和
四
十
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
方

▼

高
校
卒
程
度
・・・
学
罌
を
問
わ

ず
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日

～
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日

生
ま
れ
の
方

試
験
日
　
十
月
十
四
日
(

日
)

申
込
方
法
　
九
月
十
日
・
十
一

日
に
都
庁
第
二
本
庁
舎
一
階

ロ
ビ
ー
で
受
付
(
郵
送
の
場

合
は
九
月
八
日
ま
で
の
消
印

有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　

都
人
事
委

員
会
事
務
局
任
用
部
試
験
課

(
〒
1
0
0千
代
田
区
有
楽
町
二
1
1
0
1

一

東
京
交
通
会

館
九
階
S

二

ご
T

五
一

二
)

製
靴
技
能
講
座

(同
和
対
策
事
業
)

日
時
　
八
月
二
十
三
日
・
二
十

四
日
・
二
十
七
日
・
二
十
八

日
・
三
十
日
・
三
十
一
日

い
ず
れ
も
午
後
六
時
～
九
時

場
所
　
足
立
高
等
職
業
訓
練
校

台
東
分
校

対
象
　
都
内
在
住
の
方

賓
用
　
無
料

申
込
受
付
　
八
月
十
三
日
・
十

四
日

午
前
九
時
～
午
唆
七

時
申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
高
等

職
業
訓
練
校
台
東
分
校
(
東

京
都
産
業
労
働
会
館
内
)

八
尨
(
I
ニ
九
六
一

職
業
訓
練
生
募
集

募
集
科
目
　
▼
足
立
・・・
ト
レ
ー

ス
(
昼
、夜
)
、経
理
事
務
(
昼
、

夜
)
、
テ
レ
ビ
(
夜
)

▼
江

戸
川
‘・・
和
文
タ
イ
プ
製
版
、

ト
レ
ー
ス
、
洋
裁
、
環
境
分

析
(
夜
)
、
溶
接
(
夜
)

▼

亀
戸
・
:タ
イ
ル
施
工
、溶
接
、

ピ
ル
管
理
、
経
理
事
務
、
建

設
設
備
(
夜
)
、
建
築
製
図

(哽
)
、
電
子
計
算
機
(

夜
)

▼
牛
込
・・・
ミ
シ
ン
縫
製
、
経

理
事
務
販
売

応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
応
募

で
膏
ま
す
が
、
科
目
に
よ
っ

て
は
年
齢
制
限
が
あ
り
ま

す
(

牛
込
馴
練
校
の
み
母
子

家
庭
の
毋
お
よ
ぴ
お
お
む
ね

三
十
五
歳
以
上
の
女
性
)

選
考
日
　

八
月
二
十
四
日
(
金
)

集
集
人
員

十
五
名
～
三
十
名

応
募
期
限

八
月
十
七
日

合
格
発
表
　

八
月
三
十
日

応
募
・
問
合
せ
先
　
足
立
訓
練

校
(
さ
六
〇
五
-

六
一
四

六
)
、江
戸
川
訓
練
校
(
霓
(

五
三
-

匸

三

一
)
、亀
戸
訓

練
校
(
霑
六
八
三
-
○
三
四

一
)
、
牛
込
訓
練
校
(
魯
二
六

九
―
○
九
二
〇
)

M. A. 240, 000


